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外来生物被害予防３原則
～侵略的外来生物による被害を予防するために

１.入れない
～悪影響を及ぼすかもしれない外来生物を

むやみに日本に入れない

２.捨てない
～飼っている外来生物を野外に捨てない

３.拡げない
～野外にすでにいる外来生物は他地域に

拡げない

外来生物は人間生活と密接にかかわりを持っていることが多く、
その問題は日常生活に密着した問題であるため、
国民の皆様一人一人のご理解と、
適切な対応が求められています。

外来生物に関わる際には、この原則を心にとめ
適切な対応とご理解・ご協力を、切にお願いします。
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外来生物の輸入に
ご注意ください

▲ウチダザリガニ

環境省・農林水産省

外来生物法のしくみ

外来生物法とは
正式には「特定外来生物による生態系等に係

る被害の防止に関する法律」というもので、

特定の外来生物による生態系、人の生命・身

体、農林水産業への被害を防止することを目

的としています。

特定外来生物とは
もともと日本にいなかった外来生物のうち、

生態系などに被害を及ぼすものについて特定

外来生物として政府が指定し、飼育･栽培･保

管･運搬､販売､輸入などが原則として禁止さ

れます。

飼養等の許可
学術研究などの目的で、適正に管理すること

ができる施設を有している場合については、

主務大臣の許可を得ることで、特定外来生物

の飼育･栽培･保管･運搬､輸入などをすること

ができます。

未判定外来生物とは
特定外来生物と近縁の生物で、生態系などに

被害を及ぼすかどうか未判定である生物のこ

とで、輸入しようとする場合は、事前に大臣

に届け出る必要があります。
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▼チュウゴクモクズガニ（上海ガニ）



以下の外来生物の輸入は法律により規制されています
■外来生物法では、もともと日本に生息していない外来生物のうち、
生態系などへ被害を及ぼし、もしくは及ぼすおそれがあるものを「特定外来生物」
生態系などへ被害を及ぼすかどうか未判定のものを「未判定外来生物」
特定外来生物･未判定外来生物とよく似ている生物を「種類名証明書の添付が必要な生物」に指定しています。

■これらの生物を輸入できる場所は、成田国際空港、中部国際空港、関西国際空港、福岡空港に限られますので、ご注意ください。

■違法に輸入した場合、最高で3年以下の懲役又は300万円以下の罰金（法人の場合は1億円以下の罰金）が科されることがあります。

特定外来生物

■輸入､飼育･栽培･保管･運搬､販売など
が原則禁止

■学術研究などの目的で適正に管理でき
る施設を有している場合は飼養等の許
可を受けることができる

■輸入する者は飼養等の許可を有してい
ることが必要で、税関で許可証と輸出
国の政府機関等が発行する種類名を証
明する書類を提出することが必要

未判定外来生物

■輸入する場合は事前に主務大臣に届出が必要

■届出後の主務大臣の判定の結果、被害を及ぼすおそ
れのある生物は特定外来生物に指定

■届出後の主務大臣の判定の結果、被害を及ぼすおそ
れがないとされたものでなければ輸入できない

種類名証明書の添付が必要な生物

■特定外来生物や未判定外来生物と外見が似て
いる生物を指定

■輸入するためには、輸出国の政府機関等が
発行する種類名を証明する書類を税関に提出
することが必要

■種類名証明書には、種の学名と数量が
記載されていることが必要

届出

被害を及ぼす
おそれ

無し

有り未判定
外来生物

大臣の判定
（最長で６ヶ月）

特定外来生物
に指定

規制無し
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ﾌｸﾛｷﾞﾂﾈ､ﾊﾘﾈｽﾞﾐ属､ﾀｲﾜﾝｻﾞﾙ､ｶﾆｸｲｻﾞﾙ､ｱｶｹﾞｻﾞﾙ､
ﾀｲﾜﾝｻﾞﾙ X ﾆﾎﾝｻﾞﾙ､ｱｶｹﾞｻﾞﾙ X ﾆﾎﾝｻﾞﾙ､ﾇｰﾄﾘｱ､
ｸﾘﾊﾗﾘｽ(ﾀｲﾜﾝﾘｽ)､ﾌｨﾝﾚｲｿﾝﾘｽ､ﾀｲﾘｸﾓﾓﾝｶﾞ(ｴｿﾞﾓﾓﾝｶﾞを除く）､
ﾄｳﾌﾞﾊｲｲﾛﾘｽ､ｷﾀﾘｽ(ｴｿﾞﾘｽを除く)､ｱｽｸﾗｯﾄ､ｱﾗｲｸﾞﾏ､ｶﾆｸｲｱﾗｲｸﾞﾏ､
ｱﾒﾘｶﾐﾝｸ､ﾌｲﾘﾏﾝｸﾞｰｽ､ｼﾞｬﾜﾏﾝｸﾞｰｽ､ｼﾏﾏﾝｸﾞｰｽ､ｱｷｼｽｼﾞｶ属､
ｼｶ属（亜種を含むﾆﾎﾝｼﾞｶを除く）､ﾀﾞﾏｼｶ属､ｼﾌｿﾞｳ､ｷｮﾝ

ｵﾎﾟｯｻﾑ属､ｸｽｸｽ科､ｱﾌﾘｶﾊﾘﾈｽﾞﾐ属(ﾖﾂﾕﾋﾞﾊﾘﾈｽﾞﾐを除く)､ｵｵﾐﾐﾊﾘﾈｽﾞﾐ属､

Mesechinus属､ Macaca属(ﾆﾎﾝｻﾞﾙを除く)及びその交雑種 ､ﾊｲｶﾞｼﾗﾘｽ属､

ﾘｽ属(ﾆﾎﾝﾘｽを除く)､ｲﾀﾁ属(ｵｺｼﾞｮ､ﾆﾎﾝｲﾀﾁ､ｲｲｽﾞﾅ､ﾌｪﾚｯﾄ､ﾁｮｳｾﾝｲﾀﾁを除く)､ﾏﾝｸﾞｰｽ
科（Suricata属を除く）､ﾎｴｼﾞｶ属
（※特定外来生物は除く）

ｵﾎﾟｯｻﾑ科､ｸｽｸｽ科､ｱﾌﾘｶﾊﾘﾈｽﾞﾐ属､ﾊﾘﾈｽﾞﾐ属､ｵｵﾐﾐﾊﾘﾈｽﾞﾐ属､
Mesechinus属､Macaca属及びその交雑種､ﾊﾟｶ科､ﾌﾁｱ科､ﾊﾟｶﾗﾅ科､ﾇｰﾄﾘｱ科､
ﾘｽ科､ﾏｽｸﾗｯﾄ属､ｱﾗｲｸﾞﾏ属､ｲﾀﾁ属､ﾏﾝｸﾞｰｽ科､ｱｷｼｽｼﾞｶ属､ｼｶ属､ﾀﾞﾏｼｶ属､
ﾎｴｼﾞｶ属､ｼﾌｿﾞｳ

ｶﾅﾀﾞｶﾞﾝ､ｶﾞﾋﾞﾁｮｳ､ｶｵｼﾞﾛｶﾞﾋﾞﾁｮｳ､ｶｵｸﾞﾛｶﾞﾋﾞﾁｮｳ､ｿｳｼﾁｮｳ ﾌﾞﾗﾝﾀ属(ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ､ﾋﾒｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ､ｺｸｶﾞﾝを除く)､ﾁﾒﾄﾞﾘ科 （※特定外来生物は除く） ﾌﾞﾗﾝﾀ属､ﾁﾒﾄﾞﾘ科

ｶﾐﾂｷｶﾞﾒ､ Anolis allogus、A. alutaceus、 A. angusticeps、

ｸﾞﾘｰﾝｱﾉｰﾙ､ﾅｲﾄｱﾉｰﾙ､ｶﾞｰﾏﾝｱﾉｰﾙ､ A. homolechis、ﾌﾞﾗｳﾝｱﾉｰﾙ､

ﾐﾄﾞﾘｵｵｶﾞｼﾗ､ｲﾇﾊﾞｵｵｶﾞｼﾗ､ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞﾍﾋﾞ､ﾐﾅﾐｵｵｶﾞｼﾗ､

ﾎﾞｳｼｵｵｶﾞｼﾗ､ﾀｲﾜﾝｽｼﾞｵ､ﾀｲﾜﾝﾊﾌﾞ

ｱﾉｰﾙ属､Norops属､ｵｵｶﾞｼﾗ属､ｽｼﾞｵﾅﾒﾗ(ｻｷｼﾏｽｼﾞｵを除く)､ﾊﾌﾞ属(ｻｷｼﾏﾊﾌﾞ､ﾊﾌﾞ､

ﾄｶﾗﾊﾌﾞを除く)
（※特定外来生物は除く）

ｶﾐﾂｷｶﾞﾒ科､ｱﾉｰﾙ属､Norops属､ｵｵｶﾞｼﾗ属､ﾁｬﾏﾀﾞﾗﾍﾋﾞ属､ｽｼﾞｵﾅﾒﾗ、
ﾎｳｼｬﾅﾒﾗ、ﾊﾌﾞ属､ﾔｼﾞﾘﾊﾌﾞ属

ﾌﾟﾚｰﾝｽﾞﾋｷｶﾞｴﾙ､ｷﾝｲﾛﾋｷｶﾞｴﾙ､ｵｵﾋｷｶﾞｴﾙ､ｱｶﾎﾞｼﾋｷｶﾞｴﾙ､
ｵｰｸﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾃｷｻｽﾋｷｶﾞｴﾙ､ｺﾉﾊﾋｷｶﾞｴﾙ､
ｷｭｰﾊﾞｽﾞﾂｷｶﾞｴﾙ(ｷｭｰﾊﾞｱﾏｶﾞｴﾙ)､
ｺｷｰｺﾔｽｶﾞｴﾙ､ｳｼｶﾞｴﾙ､ｼﾛｱｺﾞｶﾞｴﾙ

ﾋｷｶﾞｴﾙ属(ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾐﾔｺﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾅｶﾞﾚﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾃｷｻｽﾐﾄﾞﾘﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾛｺｺﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾅﾝ
ﾌﾞﾋｷｶﾞｴﾙ､ｶﾞﾙﾌｺｰｽﾄﾋｷｶﾞﾙ､ﾖｰﾛｯﾊﾟﾐﾄﾞﾘﾋｷｶﾞｴﾙを除く)､ｽﾞﾂｷｶﾞｴﾙ属､ｵﾝｼﾂｶﾞｴﾙ､ﾌﾞﾛﾝ
ｽﾞｶﾞｴﾙ､ﾌﾞﾀｺﾞｴｶﾞｴﾙ､ﾘﾊﾞｰﾌﾛｯｸﾞ､ﾌﾛﾘﾀﾞﾎﾞｯｸﾞﾌﾛｯｸﾞ､ﾐﾝｸﾌﾛｯｸﾞ､ｶｰﾍﾟﾝﾀｰﾌﾛｯｸﾞ､ｼﾛｱｺﾞｶﾞｴ
ﾙ属 （※特定外来生物は除く）

ﾋｷｶﾞｴﾙ属､ｽﾞﾂｷｶﾞｴﾙ属､ｺｷｰｺﾔｽｶﾞｴﾙ､ｵﾝｼﾂｶﾞｴﾙ､ｳｼｶﾞｴﾙ､ﾌﾞﾛﾝｽﾞｶﾞｴﾙ､
ﾌﾞﾀｺﾞｴｶﾞｴﾙ､ﾘﾊﾞｰﾌﾛｯｸﾞ､ﾌﾛﾘﾀﾞﾎﾞｯｸﾞﾌﾛｯｸﾞ､ﾐﾝｸﾌﾛｯｸﾞ､ｶｰﾍﾟﾝﾀｰﾌﾛｯｸﾞ､
ｼﾛｱｺﾞｶﾞｴﾙ属(ただし､幼生についてはカエル目全種)

ﾁｬﾈﾙｷｬｯﾄﾌｨｯｼｭ､ﾉｰｻﾞﾝﾊﾟｲｸ､ﾏｽｷｰﾊﾟｲｸ､ｶﾀﾞﾔｼ､ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ､ｺｸﾁ

ﾊﾞｽ､ｵｵｸﾁﾊﾞｽ､ｽﾄﾗｲﾌﾟﾄﾊﾞｽ､ﾎﾜｲﾄﾊﾞｽ､ﾎﾜｲﾄﾊﾞｽ X ｽﾄﾗｲﾌﾟﾄﾊﾞｽ

ﾖｰﾛﾋﾟｱﾝﾊﾟｰﾁ､ﾊﾟｲｸﾊﾟｰﾁ､ｹﾂｷﾞｮ ､ｺｳﾗｲｹﾂｷﾞｮ、

Ictalurus属､Ameiurus属､ｶﾜｶﾏｽ属､Gambusia holbrooki ､ｻﾝﾌｨｯｼｭ科､ﾓﾛﾈ科及びその交雑種
Gadopsis属､Maccullochella属(ﾏｰﾚｰｺｯﾄﾞを除く)､Macquaria属(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾊﾟｰﾁを除く)及
びPercichthys属､Gymnocephalus属､Perca属､Sander属及びZingel属､ｹﾂｷﾞｮ属
（※特定外来生物は除く）

Ictalurus属､Ameiurus属､ｶﾜｶﾏｽ属､ｶﾀﾞﾔｼ､G. holbrooki ､
ｱｶﾒ科､ﾅﾝﾀﾞｽ科､ﾓﾛﾈ科及びその交雑種､Gadopsis属､Maccullochella属､

及びPercichths属､Gymnocephalus属､Perca属､Sander属､Macquaria属
Zingel属､ｹﾂｷﾞｮ属

Atrax属､Hadronyche属､Loxosceles reclusa ､L. laeta､ L.Gaucho ､

ｾｱｶｺﾞｹｸﾞﾓ､ﾊｲｲﾛｺﾞｹｸﾞﾓ､ｼﾞｭｳｻﾝﾎﾞｼｺﾞｹｸﾞﾓ､ｸﾛｺﾞｹｸﾞﾓ､

ｷｮｸﾄｳｻｿﾘ科

ｺﾞｹｸﾞﾓ属(ｱｶｵﾋﾞｺﾞｹｸﾞﾓを除く)
（※特定外来生物は除く）

Atrax属､Hadronyche属､ｲﾄｸﾞﾓ属､ｺﾞｹｸﾞﾓ属､ｻｿﾘ目

Astacus属､cherax属､ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ属(ﾓｸｽﾞｶﾞﾆを除く)､ｳﾁﾀﾞｻﾞﾘｶﾞﾆ､

ﾗｽﾃｨｰｸﾚｲﾌｨｯｼｭ

ｻﾞﾘｶﾞﾆ科､ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科(ﾆﾎﾝｻﾞﾘｶﾞﾆ､ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆを除く)､ﾐﾅﾐｻﾞﾘｶﾞﾆ科

（※特定外来生物は除く）
ｻﾞﾘｶﾞﾆ科､ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科､ﾐﾅﾐｻﾞﾘｶﾞﾆ科､ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ属

ﾃﾅｶﾞｺｶﾞﾈ属(ﾔﾝﾊﾞﾙﾃﾅｶﾞｺｶﾞﾈを除く)､ｸﾓﾃﾅｶﾞｺｶﾞﾈ属、

ﾋﾒﾃﾅｶﾞｺｶﾞﾈ属、ｾｲﾖｳｵｵﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ、ﾋｱﾘ､ｱｶｶﾐｱﾘ､ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝｱﾘ､

ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ属（在来（亜）種及び特定外来生物を除く） ﾑﾈｱｶｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科､ﾏﾝﾏﾙｺｶﾞﾈ科､ﾎｿﾏｸﾞｿｸﾜｶﾞﾀ科､ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科､ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾅﾑｸﾞﾘ
科､ﾆｾｺﾌﾞｽｼﾞｺｶﾞﾈ科､ｱﾂﾊﾞﾈｺｶﾞﾈ科､ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科､ｱｶﾏﾀﾞﾗｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科､ｸﾛﾂﾔﾑ
ｼ科､ﾌﾕｾﾝﾁｺｶﾞﾈ科､ｺｶﾞﾈﾑｼ科､ｺﾌﾞｽｼﾞｺｶﾞﾈ科､ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ属、ﾋｱﾘ､ｱｶｶﾐｱﾘ､
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝｱﾘ､ｺｶﾐｱﾘ､ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ属

ｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属､ｸﾜｯｶﾞｶﾞｲ､ｶﾜﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ､ﾔﾏﾋﾀﾁｵﾋﾞ(ｵｶﾋﾀﾁｵﾋﾞ)､

ﾆｭｰｷﾞﾆｱﾔﾘｶﾞﾀﾘｸｳｽﾞﾑｼ
Haplotrematidae科､Oleacinidae科､ﾇﾘﾂﾔﾏｲﾏｲ科､Spiraxidae科､ﾈｼﾞﾚｶﾞｲ科
（Sinoennea属､ｿﾒﾜｹﾀﾞﾜﾗｶﾞｲを除く）、ｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ科(ﾏﾙｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､
ｵｵｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ﾕｳﾄﾞｳｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ﾄｸｻｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ｼﾘﾌﾞﾄｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ﾎｿｵｶﾁｮｳｼﾞ
ｶﾞｲ､ｻﾂﾏｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ､ｵｵｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ､ｵｶｸﾁｷﾚｶﾞｲを除く) （※特定外来生物は除く）

ｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属､ｸﾜｯｶﾞｶﾞｲ､ｶﾜﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ､Haplotrematidae科､Oleacinidae科､
ﾇﾘﾂﾔﾏｲﾏｲ科､Spiraxidae科､ﾈｼﾞﾚｶﾞｲ科､ｵｶﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ科､

ﾆｭｰｷﾞﾆｱﾔﾘｶﾞﾀﾘｸｳｽﾞﾑｼ

ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ､ﾐｽﾞﾋﾏﾜﾘ､ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ､ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ､ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ､
ﾅｶﾞｴﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ､ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ､ｱﾚﾁｳﾘ､ｵｵﾌｻﾓ(ﾊﾟﾛｯﾄﾌｪｻﾞｰ)､
ﾙﾄﾞｳｨｷﾞｱ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨﾌﾛﾗ､Spartina spp 、ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ(ｳｫｰﾀｰﾚﾀｽ)､
Azolla cristata

Hydrocotyle bonariensis ､H. umbellata ﾊﾙｼｬｷﾞｸ属､ﾐｽﾞﾋﾏﾜﾘ属､ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ属､ｷｵﾝ属､ｸﾜｶﾞﾀｿｳ属､ﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ属､

ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ属､ｱﾚﾁｳﾘ属､ﾌｻﾓ属､ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ属､Spartina属､ｱｶｳｷｸｻ属､
ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ

ｻﾝﾌｨｯｼｭ科､

ｺｶﾐｱﾘ､ﾂﾏｱｶｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ


